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立教大学コミュニティ福祉学部長殿
研究・調査責任者
	（所属）

	（職名）

	（指導教員氏名）

	（申請者・学生名）

	（Tel）

	（申請者・学生e-mail）



コミュニティ福祉学部倫理指針に係る研究・調査計画審査申請書

下記課題のコミュニティ福祉学部倫理指針に係る研究・調査について承認審査を申請いたします。
朱書き⇒すでに挿入されている文言　青⇒2025年度申請書類内にあった文言を復活（質問事項に基づく。審査で指摘するよりも合理的であるため）。
Ⅰ．研究・調査計画の概要
	１．実施課題名
	研究資金の課題名と同一である必要はない

	２．実施期間
	　　年　月　日　～　年　月　日
※研究・調査開始は承認日以降となります。

	３．実施機関
	



	４．研究・調査実施者 

	所属・職名
	氏名

	
	本研究・実験に係る者は全員記入し（学外者を含む）、役割分担を明記する。
	

	５．研究・調査目的




	

	６．研究・調査計画



	

	７．研究成果の発表方法等
	□ 論文発表
□ 学会発表
□ 特許出願
□ その他（　　　　　　　　）

	８．他機関による審査状況
	

	９．研究資金
	（１）種別（当てはまるものすべてにチェック）
□ 科研費　　　□ 立教SFR　　□ 個人研究費　
□ 学部予算　　□ その他（　　　　　　　　　）
課題名、研究代表者、研究協力者、研究期間、助成金、助成団体名称等のすべてを記載すること。
（２）採択状況（競争的資金のみ回答）
□ 採択済（　　　年度～　　　年度：　　　　　　　　）
□ 申請中  （審査結果判明時期：　　　　　　　）
□ 申請予定（審査結果判明時期：　　　　　　　）
（３）競争的資金が不採択となった場合の対応（競争的資金のみ回答）
□ 申請内容を変更せず行う（原則として2年以内）
□ 申請内容を一部縮小または変更して行う
（変更内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□ 行わない


Ⅱ．研究・調査内容の詳細　
	０．指針・法令等
	計画にあたって参照した、本申請が該当する倫理指針・法令等
□「立教大学コミュニティ福祉学部倫理指針」
□ その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　）

	1． 対象者及び募集方法




	（１）対象者及び選定した理由


	
	（２）対象に未成年者等（【未成年者】または【成年であって判断能力を欠くと客観的に判断される者】）を含みますか
□ いいえ
□ はい
　　↓（「はい」の場合、以下の＜未成年者等特記欄＞に記載すること）
＜未成年者等特記欄＞
未成年者等を対象者とする必要性：

代諾者の選定方針について：



	
	（３）募集方法





	２．対象人数

	（具体的対象人数とその妥当性・必要性について数字を用いて記載すること。）
1 対象人数（　　　　　　）人
2 妥当性と必要性





	３．調査場所

	


	４．侵襲の有無

	□ 無【無の場合、その積極的な理由を記載】
　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 有【有の場合、以下を記載】
□ 軽微な侵襲　／　□ 侵襲
＊ 侵襲の内容と対応策（リスクの最小化、補償の有無）：




	５．個人情報を含む
データ
	（１）同意書
□ 無
□ 有（（３）を記載）

（２）データのうち個人情報を含むもの
□ 無
□ 有（（３）を記載）

（３）取り扱いについて
該当する書類の名称・データ：

情報管理者：

個人識別符号：
□ 無
□ 有（該当項目：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
要配慮個人情報：
□ 無
□ 有（該当項目：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

匿名化処理について：
（匿名化実施時期：　　　年　　　月）
□ 匿名化し、特定の個人は識別できなくなる
□ 匿名化し、対応表を作成する（対応表で個人が識別できる）
（対応表の管理者：　　　　　　　　　）
□ 匿名化しない
（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


（４）データの保管方法及び廃棄　
① 保管場所及び方法
（当てはまるものすべてにチェックし保管場所及び方法を記載）
	□紙媒体データ
	

	□音声データ・電子データ
	

	□USBフラッシュメモリ
	

	□その他
（　　　　　　　　　　）
	



② 保管期間　
※ 原則「５年」とする。尚、研究の特性に応じて、例えば「1年」「3年」といった現実的な年数をデータ毎に記載すること。
（当てはまるものすべてにチェックし保管期間を記載）
	□紙媒体データ
	年

	□音声データ・電子データ
	年

	□USBフラッシュメモリ
	年

	□その他（　　　　　　　　　　　　）
	年



③ 廃棄方法
（当てはまるものすべてにチェックし廃棄方法を記載）
	□紙媒体データ
	

	□音声データ・電子データ
	

	□USBフラッシュメモリ
	

	□その他（　　　　　　　　　　）
	




	６．説明と同意について
	説明者：

説明対象：
□ 個人
□ 集団（説明会など）

説明方法（説明に用いる書面を添付）
□ 書面及び口頭
□ 書面のみ
□ 口頭のみ
□ その他（ネット調査等）

説明内容：


□ 書面及び口頭説明を行わない
理由：

	７．謝礼
	□ 無
□ 有
謝礼の内容（金額を含む）：　　　　　　　　　　　　　　　　
参加中止・同意撤回の場合：
謝礼を研究助成金や個人研究費等から支出する場合、各規程及び前後の手続き等については、各関係部署と確認すること。
· 確認済み
· 確認中
· 今後1ヶ月以内に確認予定

	８．利益相反の管理

	本研究において利益相反関係により問題が起こる可能性があるか。
□ 可能性はない、または非常に低い。
□ 可能性がある。
関係部署に事前相談のうえ、「利益相反に該当しない」という回答を得ている場合には、その旨を記載すること（確認と回答のあった年月日を含む）。



	【添付書類】[事務局記載欄]
□ 他機関からの確認書・承認通知等…　　件（　　　　　　　　　）
□ 現地許可証…　　　　件
□ 説明同意書…　　　　件
□ 質問紙・調査紙…　　件
　※事務局で、質問用紙又は調査紙等が添付されているかどうか確認致します。
　　そのうえで、審査に入ります。
□ その他…　　　　　　件（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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